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具現的表出として ｢不潔視｣ ｢恐れ視｣ ｢怠惰視｣




















<社 会> <価 値> <浮浪者観>
清潔社会 - 清潔価値 -I, 不 潔 視
勤労社会 一 勤労価値 一 怠 惰 視





























70)0 B大学 :配票数193､有効票数 189(男152














































表2- 1-A 入浴 怖
l
要 一r 一 二丁
表2-1-B 洗髪
???????
毎日 2日に 3日に 4′-5日週に 月に2_1 度 1 度 に1度 1度 ～3度
罪 58.9 34.6 5.0 0.7 0.4 0.4
女 78.8 20.3 0.4 0.4 0.0 0,0

























蓑 212-A 2つの社会について 輸
男子 女子 全体
本人の実力次第､努力次第 70.9 52.8 62.8でいくらでも良い生活がで
きる社会




人生の生きがいは仕事に打 9.6 4.8 7.4ち込むことにある
人生の生きがいは生活を楽 90.4 95.2 92.6しむことにある
蓑 2-2-C働くことについて 鯵
男子 女子 全体
健康なのに働かないでいる 63.5 63.6 63_5人は､人間として問題があ
る




貧乏人は努力を怠 った 53.1 63.3 57.7な ま け も の な の だ
貧乏人は正直で損をした 46.9 35.7 42.3




























































サラリーマン風 の 男 男 6.8 69.4 23.8 N=281女 35.5 60.2 4.3 N=231
全 19.7 65.2 15.0 N=512
浮浪者風の男 男 22.7 69.1 8.2 N=282女 8 3 156 2 31
全 49.5 45.0 5.5 N=513
ヤクザ風の男 男 66.7 28.4 5.0 N=282女 853 130 17 31
全 75.0 21.4 3.5 N=513
A- こわ いと 思 う ｡
B- こわ いと 思わ ないが､警戒する｡




























表 3- 1 浮浪者に話しかけられた場 合 鯵
男子 女子 全体
親身になって話しを聞く 3.2 1,3 2.4
適 当 に 話 し を 聞 く 40.6 17.9 30.4
-言断ってその場を去る 19.2 27.5 22.9
黙 って その場を去 る 33.8 51.1 41.6
はかにしてその場を去る 1.4 0.0 0.8
そ の 他 1.8 2.2 2.0
表 3- 2 ベンチに浮浪者と同席した場合 66)
男子 女子 全体
そ の ま ま座 ってい る 36.1 13.1 25.7
ベ ン チ か ら 去 る 61.8 85.6 72.5
浮 浪 者 を 追 い 返 す 1.1 0.0 0.6

























ー＼男 子 女 子 全 体
不 潔 な 人 78.9 80.5 79.6
な ま け 者 18.9 13.9 16.7
恐 い 人 2.5 5.7 3.9
































そして ｢半年に1度｣ ｢1年に1度｣ ｢2-3年









表3-4 浮浪者-の不潔視 物､＼ 男 子 女 子 全 体
とて も不潔 42.0 54.5 47.7
不 潔 48.0 42.0 45.3
少 し 不 潔 9.3 3.5 6.6
不潔ではない 0.7 0ー0 0,4

























汚 い か ら 78.2 61.7 70.2
こ わ い か ら 3.5 20.1 ll.5
知 らない人だか ら 3.1 6.5 4.7
人間的に問題があるから 3.5 4.7 4.1
病気やバイ菌や虫など移るかもしれないから 9.6 6.1 7.9























男 子 女 子 全 体
と て も怠 け 者 18.1 22.9 20.3
怠 け 者 40.9 48.9 44.5
少 し 怠 け 者 22.1 18_6 20.5
怠け者ではない 18.9 9.5 14.6


























表3- 7 浮浪者-の恐れ祝 鯵
男 子 女 子 全 体
と て も 怖 い 2,1 8.2 4.9
怖 い 5.0 34.2 18.2
少 し 怖 い 37.9 40.7 39.2
怖 く な い 55.0 16.9 37.8



















































































蓑 3-8 浮浪者の野宿について 輸
男 子 女 子 全 体
迷 惑 で あ る 58.4 71.0 64.1
目ざあ りである 73.7 83.1 77,9
目ざありではない 26.3 16.9 22.1
















































公衆衛生と環境美化のため､立ち退くように指導してほしい 44.5 47.0 45.6
治安のため､立ち退くように指導してほしい 28.8 41.3 34.4
そ の 他 26_7 ll.7 20.0
表3-10 具体的対策 輸
男子 女子 全体
浮浪者をどこか適当なところ-収容する 50.3 55.7 52.9
野宿してもよい特定の場所を設定し､そこ以外では野宿させない 36.2 32.8 34.5
そ の 他 13.6 ll.5 12.5























































































表 4- 1 浮浪者の ｢怠け者｣イメージ順位 66)
男 子 女 子 全 体
勤 勉 中 間 余 裕 勤 勉 中 間 余 裕 勤 勉 中 間 余 裕
1 位 25.6 18.3 13.3 14.5 13.7 13.2 21.4 16.4 13.3
2 位 60.0 63.4 73.3 58.2 47.4 46,1 59.3 55.0 60.8
3 位 14.4 18.3 13.3 27.3 38.9 40.8 19.3 28.6 25.9
計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100,0
表 4-2 浮浪者の ｢怠け者｣イメージ 輸
男 子 女 子 全 体
勤 勉 中 間 余 裕 勤 勉 中 間 余 裕 勤 勉 中 間 余 裕
とてもなまけ者 27.8 14.0 13.2 30.9 24.0 15.8 29.0 18.9 14.4
な ま け 者 47.8 40.9 33.0 58.2 46.9 43.4 51.7 44.2 37.7
少 しなまけ老 17,8 23.7 25.3 5.5 24.0 22.4 13.1 23.7 24.0
なまけ者でない 6.7 21.5 28.6 5.5 5.2 18.4 6.2 13.2 24.0
計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
表 41 3 浮浪者に話しかけられた場合 鯵
男 子 女 子 全 体
勤 勉 中 間 余 裕 勤 勉 中 間 余 裕 勤 勉 中 間 余 裕
接 触 36.2 43.4 52.3 15.1 15.1 28.4 29.6 29.1 41.4
回 避 18.0 21.7 19.3 28.3 26.9 31.1 21.8 24.2 24.7
軽 蔑 的 回 避 43.8 34.8 28.4 56.6 58.1 40.5 48.6 46.7 33.9



























表 4-4 ベンチに浮浪者と同席した場合 輸
男 子 女_ 千 全 体
勤 勉 中 間 余 裕 勤 勉 中 間 余 裕 勤 勉 中 間 余 裕
そのまま座っている 26.7 37.4 46.1 10.9 12.6 16.4 20.7 25.1 32.7
ペンチから去る 72,2 61.5 52.8 89.1 87.4 83.6 78.6 74.3 66.7
追 い 返 す 1.1 1.1 1.1 0.0 0.0 0.0 0.7 0.5 0.6
計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
表4-5 浮浪者の浮浪生活年数の想定 (96)
男 子 女 子 全 体
勤 勉 中 間 余 裕 勤 勉 中 間 余 裕 勤 勉 中 間 余 裕
5 年 以 内 12,4 15.4 25.8 21.8 34.4 31.6 16.0 25.5 28,5
6年 か ら19年 46.1 48.4 44.9 40.0 39.6 43.4 43.8 43.6 44.2
20 年 以 上 41.6 36.3 29.2 38.2 26.0 25.0 40.3 30.6 27.3

















男 子 女 子 全 体
勤 勉 中 間 余 裕 勤 勉 中 間 余 裕 勤 勉 中 間 余 裕
迷 惑 で あ る 70.0 59.6 46.7 85.5 71.9 60.5 75.9 66.0 53.0
目ざわ りである 82.2 77.7 63.3 90.9 84.4 76.3 85.5 81.2 69.3
日ざわりではない 17.8 22.3 36.7 9.1 15.6 23.7 _14.5 18.8 30.7








この表より､ ｢男子｣ ｢女子｣ ｢全体｣ともに


















男 子 女 子 全 体
勤 勉 中 間 余 裕 勤 勉 中 .問 余 裕 勤 勉 中 間 余 裕
立ち退くよう指導してほしい 80,0 77.7 64.8 94.5 90.6 80.3 85.5 84.3 71.9
立ち退かせる必要はないそのまま屈させてよ 20.0 22,3 35.2 5.5 9.4 19,7 14.5 15.7 28.1



















































































































第 1に ｢清潔社会｣ ｢勤労社会｣ ｢秩序社会｣
を問題にする｡人びとの清潔性､勤勉性､秩序の
維持性が社会に対して大きな順機能となっている
ことは疑いのない事実である｡しかし､人びとが
清潔であり､勤勉であり､秩序を維持しようとす
るがゆえに出現する問題もある｡その1つの具現
が浮浪者観であり､浮浪者-のラベリングである｡
したがって､ ｢勤勉は良いこと｣ ｢清潔は良いこ
と｣ ｢秩序は良いこと｣と100パーセソト疑うこ
とのない価値意識は､時に社会にとっては逆横能
として作用する､ということを認識していなくて
ほならないであろう｡
-108-
第2に､浮浪者の実態と浮浪者観とのずれを問
題にする必要がある｡実態から離れて ｢観｣が先
走 りするのは危険なことである｡ラべリソグも､
偏見も､差別も､この ｢観｣と実態との乗離に基
を発している｡したがってこのずれを無くすこと
が必要であり､そしてそのためには､①浮浪者の
実態調査､②浮浪者観の調査､③実態と観のずれ
の把捉､④ずれの克服､という対応手順がどうし
ても必要なのである｡
(付 記)
この論文は､先に記した調査報告喜F大学生 '87
ナウ-大学生の浮浪者観の調査研究-』に基づいて記
したものである｡この調査に参加した14名の学生諸氏
に､紙面を借りて感謝の意を表したい｡
(1990.4.16受理)
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